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■ 高熱伝導の軽量・高強度材料の必要性

情報電子機器やヒートシンク等の放熱性が必要とされる製品においても軽量化の要求が高まっている。

■ マグネシム合金の特徴

■ 汎用マグネシム合金の材料特性における課題

機械的強度と熱伝導率の両立が困難

Mg-4.5Al-2.5Ca-0.02Mn (at.%)
最適熱処理条件: 673 K × 2.5 h, CFC
最適押出条件: Te=473 K, R=20, Vr=2.5 mm/s

■ 開発した合金の特性
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■ 合金の製造工程と組織変化

■ 熱処理による熱伝導率の向上 ■ 他合金系の探索


